


























った｡帝国ホテルの宿泊料でシングル1, 800円のとき昼1, 200円､夜は1, 500円であ
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った｡このような時代における専修大学の学費は50, 030円で内授業料は20, 300円
となっていた｡
記憶は確かではないが､東京信濃町で､浴室無し､トイレ･炊事場共同の四畳半にお
ける私の部屋代は4, 500円であった時､昭和35年4月に体育講師となった私の初任給
は13, 000円の時世であった｡
当時､新制大学に体育科目が正課教科となった頃のことであった｡昭和27年から昭和
35年頃､東京の中央にある私立の大学は､グランドもなければ､体育館もないという状
態であったから､各大学はどうやっていいのか判らなくなっていた｡専修大学神田校舎
も同様にグランド･体育館もなく､どうやっていいのか判らず混乱していた｡
そのような時､後楽園のローラースケート場が､午前中､空いていることを知った東
京教育大学の故大石三四郎先生(筑波大学名誉教授･元筑波大学副学長)が､商業体育
施設である後楽園のローラースケート場を大学に開放してもらうという発想で､株式会
社後楽園の役員との話し合いの結果､東京教育大学の正課体育コースにローラースケー
トを取り入れるようになった｡
後楽園の周辺大学､明治大学､日本大学､上智大学､国士舘大学､拓殖大学､工学院
大学､東京電機大学などもローラースケートの授業を行うようになった｡
大石三四郎先生は､当時専修大学の非常勤講師をしており､山本久乃武先生の恩師で
あった｡その関係で､山本先生は体育系列会議で検討し､専修大学も後楽園のローラー
スケート場を開放してもらい､ローラースケートを正課体育コースの授業として取り入
れるようになった｡そして神田校舎と二部の体育実技時間割に組み入れ､山本先生､小
宮先生､水沼先生､本田先生､平木が担当することになった｡
昭和30年代の後半まで､ローラースケート授業をきっかけに後楽園の商業体育施設を
利用し､洋弓､アイススケート､卓球､ボーリング等の授業を行うようになった｡
その後､神田校舎が改築され､地下に天井の高い体育館とトレーニング場が出来上が
り､バスケット､バレー､バトミントン､卓球､テニス､器械体操､トレーニング等が
行えるようになり､神田校舎で体育実技の授業をするようになった｡
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カルガリ一大学体育学部長 Drニュートン教授
クライスラーニューポートにて 家族と共に
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カルガリ一大学バレーボール部監督 ブラトン教授宅にて
カルガリー・スタンビート・カウボーイ祭り
カルガリ一大学室内プール
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専修大学夏期集中授業自動車コース
専修大学夏期集中授業水泳コース 鵜原海岸にて
専修大学冬期集中授業 スキー菅原高原スキー場にて
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